










氏 名 松まつ 井 啓 結
博士の専攻分野の名称 博士(理学)
学位記番号 第 13666 可Eコ
学位授与年月日 平成 10 年 3 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 1 項該当
理学研究科生理学専攻














バコ培養細胞 BY-2 において発現する 11個のキネシン様蛋白質の cDNA 部分配列を決定し， TBK1 --11 (T obacco 
B Y -2 K inesin-like protein) とした。ノーザンプロット解析によって細胞周期の進行に伴う TBKs の mRNA 蓄積量
の変化を調べた結果，蓄積量の変化を 3 タイプに分類することが出来， TBK5 と TBK10 が分裂期だけでなく間期に
おいても mRNA の蓄積がある細胞質表層微小管に付随して機能するキネシン様蛋白質の候補であることを示した。
TBK5 と TBK10 の cDNA クローニングを行い，抗体を作製することにより， TBK5 と TBK10 の生化学的性質の解析








胞に発現するキネシン様蛋白質 TBK5 と TBK10 の同定及び部分的機能解析により，細胞壁成分の供給と細胞壁構築
の分子機構解明の端緒を開く事ができたと考えており，今後，生理作用をトランスジェニック植物を用いた解析等で




キネシン様蛋白質 TBK5 ならびに細胞板輸送分子モーター候補としての TBK10 を同定し，これら蛋白質の性質を部
分的に明らかにした。この業績は，植物細胞における形態制御の分子機構を解明する上で重要な発見であるo よって，
本論文を博士(理学)の学位論文として十分価値のあるものと認める o
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